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病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
ご
自
宅
で
自
由
に
生
活
し
た
い
。

そ
う
し
た
思
い
を
看
護
の
側
面
か
ら
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
訪
問
看
護
で
す
。

　
医
師
の
指
示
の
も
と
、
健
康
状
態
の

管
理
と
サ
ポ
ー
ト
、
在
宅
療
養
を
よ
り

快
適
に
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
緊

急
時
の
対
応
・
看
取
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
本
人
と
家
族
の
安
心
の
た
め
、
歯
科

医
師
や
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
多
職
種
と
も
連
携
し
、

状
況
に
応
じ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
案

を
い
た
し
ま
す
。

①�

定
期
的
な
病
状
及
び
障

が
い
の
観
察
（
全
身
状

態
の
確
認
）

②�

清
拭
及
び
洗
髪
に
よ
る

清
潔
の
保
持
に
関
す
る

こ
と
（
火
傷
や
ケ
ガ
等

医
療
処
置
が
必
要
な
方
）

③�

食
事
及
び
排
泄
等
日
常

生
活
の
援
助
（
経
管
栄

養
・
人
工
肛
門
）

④�

床
擦
れ
の
予
防
や
創そ
う
の
処

置
（
洗
浄
や
薬
の
塗
布
）

⑤�

カ
テ
ー
テ
ル
等
の
交
換

及
び
管
理
（
尿
管
等
）

⑥�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
こ
と

⑦�

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
関
連

（
終
末
期
や
看
取
り
）

⑧�

認
知
症
患
者
の
看
護

（
薬
の
管
理
が
で
き
な

い
方
の
服
薬
や
注
射
）

⑨�

療
養
生
活
指
導
及
び
家

族
へ
の
看
護
指
導

　
（
た
ん
の
吸
引
指
導
な
ど
）

⑩�

そ
の
ほ
か
主
治
医
の
指

示
に
基
づ
く
医
療
処
置

に
関
す
る
こ
と
。

　

看
護
を
家
族
で
担
う

に
は
限
界
が
あ
る
も
の

の
、
今
ま
で
町
に
は
訪

問
看
護
を
実
施
す
る
事

業
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
こ
で
島
田
市
の
訪

問
看
護
事
業
所
２
社
に

町
内
へ
来
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
内

の
１
事
業
所
が
事
業
を

廃
止
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
訪
問
看
護

を
利
用
す
る
方
が
、
現

在
30
人
以
上
い
る
た
め
、

今
後
も
利
用
者
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
川
根
本
町
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開

設
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

訪
問
看
護
と
は

訪
問
看
護
の
現
状

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ー
ビ
ス

訪問看護を行う看護師

～訪問看護ステーション新設～
平成30年4月開設予定
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・厚生労働大臣が定める疾病等への訪問看護

訪問看護の利用を検討

要介護認定

要支援1・2
要介護１～５ 非該当

居宅介護支援事業者
（ケアマネジャー）

かかりつけ医の指示

訪問看護ステーション

利 用 者

医療保険で支給される方
◆要支援・要介護認定者のうち

・急性憎悪期の方（14日間）
◆非該当者
・要支援、要介護に該当しない方への訪問看護

◆65歳未満で介護保険の対象とならない医
　療保険加入者とその家族
◆療養が必要な妊産婦や乳幼児

介護保険で支給される方

契約 訪問看護の実施

「訪問看護指示書」交付

◆
予
算
（案）
の
検
討
、看
護
師
の
募
集

　

こ
れ
か
ら
介
護
保
険
事
業

所
の
申
請
や
、
関
係
機
関
と

調
整
を
し
、
４
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
な

る
２
０
２
５
年
に
は
、
医
療

や
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が

増
え
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
も
不

足
し
、
家
で
の
療
養
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
方
も
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
の
療
養
生
活
を
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

訪
問
看
護
の
今
後
の
展
望

要介護者・要支援

主治医
地域包括支援センター
居宅介護支援事業所

訪問看護
ステーション

連絡・情報提供

連絡

往診

調査

訪問看護

相談
申し込み・受診

相談
申し込み

相談
申し込み

指示
連絡
報告

訪問看護の仕組み

在宅療養へ
　安心を届ける
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　12月定例会が開催されました。
　定例会２日目には、農業委員会委員11名の任命、町営住宅の条例の一部改正、キャンプ場
管理者の指定、平成29年度補正予算など全て全員賛成で可決。
　最終日には５名が一般質問に立ち、町当局の考えをただしました。質問終了後、第１常任
委員会に審査を付託した「川根本町訪問看護ステーション条例」の制定について、委員長か
らの報告後、全員賛成で可決しました。

平成29年度

一般会計補正予算成立
平成29年12月定例会
12月１日～15日

一般会計補正は２億２, ２１５万円の追加

総額 ６９億４，６４１万２千円
① 人材育成事業調査業務費（インド交流視察）� ４５０万円
② 町営バス路線再編に伴う停留所改修経費� １８０万円
③ 介護保険事業特別会計繰り出し金� ９０万円
④ 簡易水道事業特別会計繰り出し金� ２３０万円
⑤ 森林病害虫等防除事業（ナラ枯れ対策伐採２か所）� ２４０万円
⑥ 観光施設等修繕料（寸又峡露天風呂フェンス等）� ３７３万円
⑦ 林道、町道の災害復旧事業費（４か所）� １億８，９００万円
　（台風等による林道、町道の災害復旧）

林道藤川線の災害現場（台風21号の影響） 町道桑野山細尾線の災害現場（台風21号の影響）

主な内容
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疾
病
・
負
傷
等
に
よ
り
、

家
庭
に
お
い
て
療
養
し
主

治
医
が
訪
問
看
護
の
必
要

を
認
め
た
人
に
対
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
た
め
、

川
根
本
町
に
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置

す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

　

審
査
は
、
平
成
29
年
12

月
７
日
に
実
施
し
、
担
当

者
か
ら
、
訪
問
看
護
の
仕

組
み
、
内
容
な
ど
関
連
事

項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
れ
に
対
し
、
質
疑
応
答

と
い
う
形
で
進
め
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
報

告
し
ま
す
。

　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
職
員
の
対

応
人
数
は
。

　
　

設
置
基
準
2.5
人
工
を

確
保
す
る
た
め
、
現

在
の
体
制
に
加
え
看
護
師

１
名
を
雇
用
す
る
予
定
。

あ
と
は
職
員
の
異
動
等
に

よ
り
対
応
す
る
。

　
　

医
療
機
関
が
休
日
時

の
対
応
は
。

　
　

基
本
的
に
は
、
医
師

の
指
示
書
に
基
づ
い

て
行
う
が
、
緊
急
対
応
加

算
も
あ
り
、
対
応
は
可
能
。

　
　

土
日
及
び
夜
間
の
対

応
は
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
土

日
及
び
夜
間
対
応
は

想
定
し
て
い
な
い
。
緊
急

時
は
、
現
在
実
施
し
て
い

る
よ
う
に
、
携
帯
電
話
を

活
用
し
て
24
時
間
３
６
５

日
の
対
応
を
担
保
し
て
い

き
た
い
。

　

審
査
を
行
っ
た
後
、
討

論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
一
常
任
委
員
会

委
員
長　

薗
田　

靖
邦

問答問

答問答

川根本町看護ステーション条例の制定」について
第一常任委員会審査報告

◆町営住宅条例の一部改正
　　　　現条例適用の場合、連帯保証人がいない状況もあり、

入居者が万が一の時に、速やかに対応するため。

　　　　「町内」に加え「町外」に住む人も連帯保証人
になることができる。

◆若者定住促進住宅の設置及び
　管理に関する条例の一部改正

　　　　入居しやすい環境づくりと「移住」・「定住促
進」、「空き住宅」の解消。

　　　

１）入居者等の年齢条件緩和
　　☆入居時年齢　「満３８歳以下」⇒「満４３歳以下」
　　☆同居児童　　「満１３歳以下」⇒「満１５歳以下」
　　☆退去時年齢　「満４３歳」　　⇒「満４８歳」

２）単身者も入居できる住宅１戸設定　

３）移住のための「お試し住宅」２戸を設定

改正
趣旨

改正
内容

改正
趣旨

改正
内容

『お試し移住体験事業』�とは？
現　況
　「空き家バンク事業」５年目を迎えたが、
移住希望者から、町内で「お試し」をし
た上で、検討したいという要望がある。

事業実施の効果
　「お試し」をして、「地域・人・文化・
歴史」等を知っていただき、前向きに移
住を検討していただくことができる。

現在の進捗状況
　１２月に条例を改正。平成３０年３月末までに
生活環境（電化製品・食器類等）を整備する
予定。

若者定住促進住宅
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　　　質問の概要を発言順に掲載します

７ページ
中田　隆幸　議員
危機管理の体制と伝達方法は

８ページ
山本　信之　議員
川根本町の活性化について

９ページ
薗田　靖邦　議員
移住定住対策案について

10ページ
野口　直次　議員
話し合い、みんなで考える教育を

11ページ
澤西　省司　議員
独身者支援システム新設の必要性は

現状と効果 　寸又峡の上の町有地駐車場（乗用車約20台収容）につ
いては、近くに民間の有料駐車場もあるが、遊歩道に近いため、すぐ
に満杯になっていた。
　町内公衆トイレは、管理している61基中37基が、年度末までに洋式、
洗浄、暖房便座付に整備完了する。

今後の取り組み 　近くの民間駐車場の利用促進、また、トップシー
ズンの混雑に配慮し、安全歩行スペース、小イベントスペースを確保、
多人数対応のトイレ整備、身障者用駐車場、高齢者乗降スペースを設
けるため、今年度は、設計を完了。次年度以降、県費補助を申請し整
備を目指していきたい。

Ｑ．人と環境にやさしい観光地（寸又峡）づくりについて
� （平成28年6月定例会　質問者：野口直次議員）

Ａ．夢のつり橋直近の町有地駐車場に、身障者用スペース確保を関係者と協議し進めていきたい。
公衆トイレの改良については、洗浄・暖房機能付きに、順次替えていくことで対応している。

５
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

12
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

現在の駐車場のようす

6
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他
国
の
ミ
サ
イ
ル

等
が
日
本
の
領
土
、

領
海
の
上
空
を
通
過
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
、

同
報
無
線
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
流
れ
、
こ
の
警
報
が

鳴
っ
て
約
４
分
程
度
で
着

弾
あ
る
い
は
通
過
す
る
。

や
は
り
危
機
感
を
感
じ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
の

だ
が
。

　
　
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
受

け
て
か
ら
の
対
応

は
国
防
に
関
す
る
こ
と
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
は
情

報
を
得
て
町
民
に
伝
達
を

す
る
対
応
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　

町
に
は
災
害
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

が
、
そ
の
中
に
こ
の
よ
う

な
危
機
管
理
を
入
れ
る
こ

と
は
で
き
る
か
。

　
　
　

想
定
を
し
て
い
な

か
っ
た
新
た
な
危

機
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

10
月
17
日
火
曜
日
、

崎
平
地
区
以
北
で

１
３
０
０
戸
停
電
と
言
う

新
聞
記
事
が
載
っ
て
い
た

が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
同

報
で
状
況
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

災
害
状
況
に
お
い

て
は
当
然
深
夜
で

あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う
が

屋
外
放
送
を
使
う
。
ま
た
、

必
要
に
よ
っ
て
は
広
報
車

を
出
す
方
法
を
と
り
広
報

に
努
め
た
い
。

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

総
務
課
長

　
　
　

牧
之
原
市
の
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
77
％
、
本
町
の
校
舎
内

は
１
０
０
％
だ
が
、
今
後
、

災
害
等
で
体
育
館
を
使
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

体
育
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
考
え
る
の
か
。

　
　
　

災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
の
役
割
や
、

社
会
体
育
施
設
と
し
て
の

機
能
も
踏
ま
え
、
体
育
館

内
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
向

け
て
、
計
画
的
に
整
備
を

す
る
方
向
で
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

小
中
学
校
の
生
徒

用
に
は
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
が
付
い
て
い

る
。
職
員
の
方
に
は
付
い

て
無
い
所
が
あ
る
。
こ
れ

質
問

町
長

質
問

は
職
員
か
ら
は
言
え
な
い

こ
と
な
の
で
、
今
後
考
え

て
頂
け
る
か
。

　
　
　

対
応
し
て
な
い
学

校
も
あ
る
の
で
、

そ
の
こ
と
も
含
め
て
計
画

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

保
育
園
の
便
座
は

暖
房
で
は
な
い
が
、

こ
れ
を
暖
房
便
座
に
で
き

な
い
か
。

　
　
　

今
後
、
便
座
シ
ー

ト
等
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。
最
初
か
ら
付

け
れ
ば
良
か
っ
た
が
、
今

か
ら
で
は
施
設
全
体
の
整

備
計
画
を
考
え
て
関
係
機

関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用

し
た
鳥
獣
害
被
害

対
策
を
長
野
県
の
塩
尻
市

が
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
塩
尻
市
は
鳥
獣
害

ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

是
非
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
町
で
お
願
い
で
き
な

い
か
。

　
　
　

塩
尻
市
の
取
り
組

ん
で
い
る
セ
ン
サ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
鳥

獣
対
策
は
大
変
効
果
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

こ
の
光
通
信
を
利
用
し
て

我
が
町
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
か
、
経
費
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
町

の
有
効
な
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

教
育
総

務
課
長

質
問

健
康
福

祉
課
長

質
問

農
林
課
長

問 危機管理の体制と伝達方法は

答 あらゆる方法で町民に伝達する

中田隆幸 議員

鳥獣害センサーネットワークイメージ

　　　オシリガ　ツメタイヨ～
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来
年
度
、
寮
の
確

保
の
予
定
は
。

　
　
　

崎
平
に
あ
る
元
中

部
電
力
の
「
よ
す

が
苑
」
と
い
う
民
間
の
施

設
を
借
り
上
げ
、
今
後
増

加
す
る
生
徒
の
受
入
に
対

し
て
の
対
応
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　

地
元
の
生
徒
で
も

通
学
が
困
難
な
生

徒
に
対
し
て
入
所
が
可
能

か
ど
う
か
。

　
　
　

南
麓
寮
、
よ
す
が

苑
に
つ
い
て
は
、

通
学
困
難
と
認
め
る
生
徒

で
あ
れ
ば
、
地
元
の
中
学

校
卒
業
生
で
あ
っ
て
も
入

所
は
可
能
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
は
。

　
　
　

今
後
、
留
学
生
の

保
護
者
や
、
将
来

社
会
人
と
な
っ
た
時
の
留

学
生
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
使
い
道
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

一 般
質 問

　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
補
助

金
に
つ
い
て
は
、

会
員
数
な
ど
を
基
準
に
し

て
早
急
に
検
討
し
て
欲
し

い
。

　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
減
少
に
伴
う
再

編
が
進
む
中
、
補
助
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

関
係
機
関
と
協
議

を
は
じ
め
た
。
他

市
町
の
状
況
も
調
べ
て
な

質
問

町
長

高
齢
者

福
祉
課
長

る
べ
く
早
く
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

新
規
会
員
加
入
募

集
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
っ
て
い
る
の

か
教
え
て
頂
き
た
い
。

　
　
　

個
別
会
費
や
役
員

の
な
り
手
の
問
題

等
も
あ
り
、
役
員
の
皆
様

も
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。今
後
も
町
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
等
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
根
高
校
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
「
公
設
民
営
塾
の

開
設
に
よ
る
学
力

向
上
支
援
」、「
特
別
奨
学

金
制
度
創
設
に
よ
る
学
費

支
援
」、「
生
徒
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
」、「
寄
宿

舎
の
整
備
や
下
宿
先
の
確

保
等
に
よ
る
受
け
入
れ
施

設
の
整
備
」、「
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
の
創

設
」
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

質
問

町
長

質
問

町
長

「未来の学びフォーラム」のようす

山本信之 議員

問
川
根
本
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

答
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
性
化
の
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て

　
　
　

基
礎
的
な
組
織
と

し
て
は
自
治
会
が

あ
る
が
、
人
口
減
少
、
高

齢
化
で
活
動
に
苦
労
し
て

い
る
。人
づ
く
り
、魅
力
づ

く
り
、
活
力
づ
く
り
の
観

点
か
ら
環
境
、
人
材
を
千

年
の
学
校
を
通
じ
て
整
備
、

育
成
す
る
。
町
内
に
お
い

て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体
に
よ
り

住
民
や
移
住
者
も
巻
き
込

み
、
ま
た
、
勉
強
会
と
し

て
静
岡
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

推
進
協
議
会
と
10
月
に
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

他
地
域
で
の
実
践
に
よ
る

講
演
等
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
も
含
め
事
業
の

展
開
、
趣
旨
に
応
じ
て
町

内
外
を
問
わ
ず
増
員
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　

当
町
の
抱
え
る
課

題
は
地
域
お
こ
し

以
上
に
定
住
対
策
が
あ
る

が
、
各
分
野
で
今
後
活
用

で
き
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

区
長
会
で
、
現
状

の
区
再
編
の
問
題

提
起
等
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

行
政
改
革
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
当
初
か
ら
検
討
課

題
と
さ
れ
て
お
り
、
区
長

連
絡
会
の
席
上
で
も
数
年

話
題
に
な
っ
て
お
り
、
区

長
視
察
研
修
も
自
治
会
防

災
を
主
眼
に
お
い
て
い
る

が
、
地
域
自
治
会
の
再
編

を
し
た
地
区
、
町
の
視
察

も
今
年
度
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

移
住
定
住
の
対
象

を
若
い
世
代
や
小

中
学
生
を
含
む
家
族
に
重

き
を
置
く
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
　

本
町
の
特
色
、
高

校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
、
各
種
予
防
接

種
の
無
料
化
等
、
継
続
的

な
支
援
も
重
要
で
官
民
協

質
問

町
長

質
問

企
画
課
長

質
問

総
務
課
長

質
問

町
長

力
に
よ
る
移
住
相
談
体
制

を
検
討
す
る
。

　
　
　

方
策
と
し
て
シ
ン

グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト

（
一
人
親
家
庭
）
に
特
化

し
た
支
援
に
つ
い
て
。

　
　
　

非
常
に
町
づ
く
り

の
中
で
は
大
切
で

あ
る
。
実
践
し
成
功
し
た

市
町
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
モ
デ
ル
に
な
る
。
肝
に

命
じ
て
対
応
す
る
。

　
　
　

ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ
パ

ン
に
お
い
て
継
続

的
な
会
社
の
方
針
も
あ
り
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
募
集

と
い
う
こ
と
で
、

移
住
し
て
働
い
て

い
る
方
も
い
る
。

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
新

し
い
働
き
方
で
あ

る
「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
又
、
焼
津
市

と
の
連
携
事
業
で

行
う
「
在
宅
テ
レ

ワ
ー
ク
」
事
業
も

更
に
展
開
す
る
。

　
　
　

移
住
定
住

対
策
に
繋

げ
る
ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ

パ
ン
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

今
月
か
ら
月
一
回

ぐ
ら
い
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
い
く
。
で
き
る
だ

け
ゾ
ー
ホ
ー
を
周
知
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
社
員
の

方
が
来
た
り
、
産
業
文
化

祭
・
ふ
る
さ
と
祭
り
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
十
二
月
の
補

正
で
認
め
て
い
た
だ
い
た

調
査
事
業
や
来
年
度
予
算

編
成
に
お
い
て
も
、
お
試

し
オ
フ
ィ
ス
に
係
る
費
用

な
ど
予
算
化
を
要
求
し
て

い
く
。

質
問

町
長

企
画
課
長

質
問

企
画
課
長

薗田靖邦 議員

問 移住定住対策案について

答 官民協同による移住相談体制を検討する

移住し古民家を改修した
レストランあさゐ（桑野山）

世界に発信するゾーホージャパンCEOベンプ氏来町
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一 般
質 問

　
　
　

川
根
高
校
を
含
め

学
校
関
係
の
関
連

し
た
質
問
で
す
。
今
の
児

童
生
徒
の
ま
ま
で
い
い
の

か
、
統
合
を
先
送
り
す
る

時
間
は
な
い
と
考
え
る
が

教
育
方
針
を
伺
う
。　

　
　
　

ま
ち
の
人
材
と
な

る
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
ど
う
捉
え
る
か
、た

だ
統
合
す
る
の
で
は
な
く

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
守

る
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
作
る

か
が
非
常
に
大
切
に
な
る
。

質
問

教
育
長

　
　
　

本
中
の
一
年
生
男

子
２
名
、
女
子
１

名
、
１
ク
ラ
ス
３
名
は
規

模
が
小
さ
す
ぎ
る
と
思
う
。

保
護
者
の
声
を
直
接
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

声
を
聴
く
と
い
う

こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
会
を
前
も
っ
て
何
回
か

催
し
た
。
声
を
一
人
一
人

聴
く
の
も
大
事
。
統
合
し

て
も
単
学
級
、
統
合
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
う
こ

れ
は
後
戻
り
で
き
な
い
。

質
問

教
育
長

　
　
　

野
口
議
員
の
考
え

る
適
正
規
模
と
は
。

　
　
　

18
名
～
20
名
程
度

と
私
な
り
に
考
え

る
が
。

　
　
　

エ
ビ
デ
ン
ス
（
根

拠
、
証
拠
、証
明
）

を
も
っ
て
こ
れ
が
適
正
だ

と
示
し
て
頂
け
れ
ば
考
え

た
い
。

　
　
　

私
は
子
ど
も
た
ち

の
い
ろ
い
ろ
な
話

し
合
い
が
大
事
だ
と
思
う
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が

教
育
長

野
口

教
育
長

野
口

　
　
　

川
根
高
校
の
定
員

割
れ
が
毎
年
続
く

中
、
仮
に
、
41
名
単
年
度

切
っ
て
も
高
校
運
営
上
に

問
題
は
な
い
の
か
を
伺
う
。

　
　
　

41
名
を
下
回
っ
て

し
ま
う
と
教
員
が

減
少
し
て
し
ま
う
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
41
名
以
上
に

な
る
よ
う
に
川
根
留
学
生

制
度
を
設
け
て
う
ま
く
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
川

根
高
校
の
魅
力
化
を
進
め

て
高
校
が
存
続
で
き
る
よ

う
に
教
育
委
員
会
も
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

大
鐡
を
含
め
通
学
、

通
勤
者
の
一
部
助

成
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

町
外
の
高
校
に
通

学
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
関
係
機
関
と
支

援
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

町
長

考
え
を
も
っ
て
、
お
互
い

に
関
わ
り
合
い
、
力
を
伸

ば
す
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　

規
模
で
は
な
く
ど

う
い
う
教
育
方
法

を
と
る
か
が
大
事
で
、
統

合
し
て
単
学
級
に
な
っ
た

ら
、
そ
の
一
人
の
教
員
に

責
任
が
か
か
っ
て
く
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
と
い

う
の
は
教
員
の
教
育
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
十
分
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
長

川根高校生の南麓寮・学校の今後のあり方は。

野口直次 議員

問
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
考
え
る
教
育
を

答
規
模
で
は
な
く
ど
の
よ
う
な
教
育
方
法
を
と
る
か
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平
成
29
年
度
新
小

学
一
年
生
は
町
全

体
で
38
名
だ
が
、
独
身
者

に
対
す
る
対
策
は
。

　
　
　

縁
結
び
事
業
交
付

金
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
対
応
を
し
て

い
る
が
、
独
身
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
新
設
は
ま
ち
づ

く
り
に
は
必
要
な
条
件
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
11
月

30
日
現
在
川
根
本

町
の
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
数

は
10
人
、
結
婚
は
２
組
と

の
状
況
の
中
、
独
身
者
支

援
相
談
員
の
配
置
は
待
っ

た
な
し
の
案
件
で
は
。

　
　
　

他
の
市
町
村
で
も

問
題
と
な
っ
て
お

り
、
昔
な
が
ら
の
お
節
介

や
面
倒
見
の
よ
い
お
ば
さ

ん
の
代
わ
り
と
な
り
得
る

そ
の
道
の
専
門
家
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
取
り
組
み
を
、

行
政
が
側
面
か
ら
支
援
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　

川
根
本
町
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
利
便
性
向
上
は
可
能
か
。

　
　
　

入
院
中
の
家
族
の

世
話
や
見
舞
い
で

の
利
用
は
、
道
路
運
送
法

の
規
制
が
あ
り
残
念
だ
が

難
し
く
苦
慮
し
て
い
る
。

質
問

町
長

質
問

企
画
課
長

質
問

町
長

　
　
　

多
く
の
高
齢
者
が

な
ん
と
か
し
て
ほ

し
い
と
の
声
を
あ
げ
て
い

る
が
。

　
　
　

道
路
運
送
法
78
条

の
市
町
村
運
営
有

償
運
送
の
中
の
市
町
村
福

祉
輸
送
で
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
対
象
は
身
体
障
害

者
、
要
介
護
、
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

そ
の
他
肢
体
不
自
由
、
内

部
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
、
そ
の
他
の
障
害

を
有
す
る
も
の
と
あ
り
、

質
問
の
趣
旨
か
ら
実
際
の

対
応
は
難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
規
制
緩
和
や
町
外
へ

の
移
動
に
つ
い
て
は
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。 質

問
高
齢
者

福
祉
課
長

　
　
　

夢
の
つ
り
橋
付
近

に
Ｗ
ｉ︲Ｆ
ｉ
の
ポ

イ
ン
ト
整
備
の
早
期
必
要

性
は
。

　
　
　

つ
り
橋
で
の
待
ち

時
間
を
減
ら
す
た

め
や
他
の
資
源
活
用
を
検

討
す
る
た
め
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。

　
　
　

町
の
Ｐ
Ｒ
や
安
全

面
か
ら
も
Ｗ
ｉ︲Ｆ

ｉ
の
ポ
イ
ン
ト
整
備
を
急

ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
　

観
光
協
会
、
商
工

会
、
中
部
地
区
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り

を
行
う
法
人
）
な
ど
多
く

の
関
係
機
関
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
を
し
て
、
予
約
制

に
て
待
ち
時
間
を
減
ら
し
、

町
中
の
滞
在
時
間
を
増
や

せ
る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

今
後
、
情
報
政
策
課
と
も

相
談
し
て
、
安
全
対
策
を

最
優
先
を
し
て
い
く
中
で

検
討
し
て
い
る
。

質
問

町
長

質
問

観
光
商

工
課
長

夢の吊橋の混雑のようす

問 独身者支援システム新設の必要性は

答 専門家の力をかり行政が支援する

澤西省司 議員
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町議会
～住みよいまちづくりのために～

シリ
ーズ

　議会だより第47号では、議会でどのような会議が行われているかを説明しましたが、今回は、
定例会の本会議がどのような流れで進められているのか説明します。

○本会議の流れ
　議会では、町長から提案された条例や予算、決算など様々な案件を議決しますが、この議会の
議決の対象となる案件を「議案」と言います。
　提出された議案が議決されるまで、定例会における一般的な流れは次のようになります。

一般質問の様子を中川根中学校３年生２７名が傍聴しました。傍聴しての感想の一部を抜粋して紹介します。

（Ｈ・Ｋさん）　町内だけでなく、県・国の動きも把握して、いかにして川根本町が動くかということ
が重要だと思いました。資料を配付して自分の意見がより伝わるように工夫していました。

（Ｍ・Ｔさん）　１つの議題に対して、いくつもの質問が出され話を慎重に進めていくという意味を理
解できました。一問一答方式や一つ一つ順を追って話をして
いるなど、学校との共通点も感じました。

（Ｏ・Ｈさん）　議会に参加している全員が、町を良くしようと
考えていることが伝わってきました。質問に答える人も、分
かりやすく丁寧に答えていました。

12月定例会最終日に中川根中学校３年生が議会の傍聴をしました。

町長は議会を開会する日の３日前までに議員や
町民へ知らせることになっています。

議長が定例会の開会を宣告します。
定例会の会期は通常３～４週間です。

議案が会議の議題となります。
上程された議案が本会議の審議対象となります。

議案の提出者（町長又は議員）が、議会に提案の理由を説明します。
議案の詳しい説明は、「全員協議会」の場で行われます。

議案に対して議員が疑問に思うことなどを町長などに質問します。

議案に対して、議員が賛成や反対の意思表明をする前に、議案に対して意見
を述べることです。議案に対して反対者と賛成者の意見が述べられます。

議会の意思決定をするため、議員が議案に対する意思表明することです。

通常、賛成者が起立する方法で行い、多数決で議会の意思 を決定します。

議案の審議が全て終了したら議長が議会を閉じます。
本会議の結果が町長に通知され、町長は政策を実行していきます。

さらに詳しい審査が必要な議案は、常任委員会や特別委員会へ送られて審査されます。

の上

招集告示

開 会

提案理由説明

討 論

委員会付託

表 決

閉 会

質 疑

議案 程

～委員会へ送られた議案はどのような手続きで審査されるのでしょうか？～
詳しくは次号で説明します。

次号では「委員会審査」の流れをご紹介します。
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皆さん、知っていますか?シリ
ーズ

《徳山地区・その１》徳山の遺跡　浅間神社
� “伝統文化を今に伝える”

＊「徳山」から、遺跡は出たの？ 
　｢ 縄

じょう

文
もん

時代遺跡｣と思われる土器の破片や石
せっ

器
き

・石
せき

斧
ふ

・石
せき

鏃
ぞく

（石の矢じり）等が出土。
⑴ 釜の口遺跡 ･･･ 宗徳橋の東側、桃沢の合流地点南側。昭和35年藤枝東高校郷土研究部発掘。
⑵ 下村Ⅰ遺跡 ･･･ 現在の高校教員住宅地付近。昭和46年に川根高校発掘。
⑶ 下村Ⅱ遺跡 ･･･ 万世橋前にある共同墓地付近。　                     
⑷ 森の段遺跡 ･･･ 現在の森の段畑。約12,000年前と言われ川根筋で最古。
　☆「縄文時代」 ･･･ 今から約2,500年前から約12,000年前

　現在、徳山地区には、約1,000人が住み、世帯数は約500です。徳山駅、 保育園、幼稚園、小学校、高
校、留学生の寮、警官駐在所、郵便局、農協  病院、老人福祉施設、町営住宅、各種の会社・商店、お寺、
神社、地蔵堂  等があり、自治会組織を核として活動し、「共生」を目指しています。

＊「鹿ん舞」が行われる神社は、何神社でしょう？

鹿ん舞 ヒーヤイ 狂 言

　「浅間神社」です。ここには、３つの神社が鎮
ちん

座
ざ

し、祀
まつ

られている。
　いずれの神社も平安時代に創

そう

建
けん

（1055年）とあるが、定かではない。
⑴ 「御

み

嶽
たけ

神社」･･･旧社号御嶽大
だい

権
ごん

現
げん

。下
しも

村
むら

の氏神。
⑵ 「浅間神社」･･･旧社号浅間大

だい

明
みょう

神
じん

。上
かん

村
むら

の氏神。
⑶ 「八

はち

幡
まん

神社」･･･旧社号八幡宮。 正
しょう

島
じま

の氏神。
⑷ �毎年、８月１５日に奉納される「盆踊り（鹿ん舞･ヒーヤイ･狂言）」は、昭和６３年に「国指定重要
無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

」となる。
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川根本
町の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

編
集
後
記

　アプトいちしろキャンプ場は、南アルプスアプ
トラインのアプト区間の真正面にあります。キャ
ンプ場では、できるだけお客様に楽しんで過ごし
ていただけるよう、地域の名所や、鉄道とバスを
利用したプライベートツアーの紹介、そしてお客
様との会話に力を入れています。お迎えするとき
の挨拶はもちろん、夜帰るときは「なにか足りな
いものは…」と声をかけ、朝は「星が綺麗でした
ね」などと声かけして歩く。自然とお客様との会
話が弾み、連れてきたお子様が、ずっと管理棟で
遊んでいることもあります。
　SNSの影響で、良いことも悪いことも一瞬で広
がる時代です。「川根本町へ行ってみて、良かっ
た」と言われるように、遠くから来てくれた観光
客にも声かけしてみましょう。お客様はきっと
「いいところに来た」と感じてくれると思います。
そして、そのことが一瞬に広がり、「旅館が足り
なくなったらどうしよう。自宅で民泊でもやる
か」と考える妄想おやじでした。明るく元気な川
根本町を住民全員でPRしていきましょう。

今回は、創設１４年目、長島ダム直下に位置する「アプトいちしろキャンプ場管理運営組合」の紹介です。
お客様との会話を大切にして、地域の魅力を発信し続ける組合員の方々の心意気が伝わってきます。

　

今
年
は
例
年
以
上
に
寒

い
冬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
よ
り
新
議
会
が

ス
タ
ー
ト
。
広
報
委
員
も

新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

初
発
刊
に
向
け
知
恵
を
出

し
合
っ
て
編
集
作
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
前
広
報
委
員
の
皆
様
の

努
力
に
よ
り
紙
面
も
刷
新
、

大
変
読
み
や
す
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
県
下
12
町

の
合
同
広
報
研
修
会
で
は
、

当
町
の
議
会
だ
よ
り
は
注

目
さ
れ
る
広
報
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
が
一
人
で

も
多
く
、
議
会
だ
よ
り
を

愛
読
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
に
、
私
た
ち
も
今
後
、

親
し
み
や
す
い
記
事
に
な

る
よ
う
に
心
掛
け
努
力
し

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

〈
野
口
直
次
〉

《
議
会
広
報
委
員
会
》

委
員
長
　
　
野
口
　
直
次

副
委
員
長
　
坂
本
　
政
司

委
　
員
　
　
杉
山
　
広
充

�

澤
西
　
省
司

�

中
原
　
　
緑

◆ ３月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁３階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

３月 2日 金
９：００～ 本会議

（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

３月15日 木
９：００～ 本会議

（定例会・ ２日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

３ 月23日 金 ９：００～ 本会議
（定例会・最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

『声かけで川根本町住民全員がPRマンに』
アプトいちしろキャンプ場管理運営組合

「
ミ
ス
テ
リ
ー
ト
ン
ネ
ル
」

組
合
員
の
お
じ
い
さ
ん
方
の
イ
タ
ズ

ラ
が
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
南
ア
ル
プ
ス
ア
プ
ト
ラ
イ
ン
」
の

ア
プ
ト
区
間
正
面
の
キ
ャ
ン
プ
場
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